
　
私
は
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕
当
初
か
ら
清

水
エ
ス
パ
ル
ス
の
フ
ァ
ン
だ
。
こ
う

い
う
話
を
す
る
と
た
い
て
い
の
人
か

ら
「
な
ぜ
清
水
の
フ
ァ
ン
な
の
？
」

と
聞
か
れ
る
。
北
陸
出
身
で
、
現
在

横
浜
市
に
勤
め
る
私
と
清
水
と
は
、

何
の
関
係
も
な
い
か
ら
だ
。

　
私
か
清
水
を
応
援
す
る
理
由
は
い

く
つ
か
あ
る
。
好
き
な
選
手
が
い
た

こ
と
も
理
由
の
一
つ
だ
が
、
も
っ
と

も
大
き
な
理
由
は
チ
ー
ム
の
成
り
立

ち
そ
の
も
の
に
あ
る
。
Ｊ
リ
ー
グ
が

発
足
し
た
と
き
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
日

本
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
た
チ
ー
ム

が
母
体
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
が
、

唯
一
清
水
だ
け
は
母
体
と
な
る
企
業

チ
ー
ム
を
持
た
ず
、
「
市
民
球
団
」

と
し
て
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

開
幕
当
初
こ
そ
各
ス
タ
ジ
ア
ム
が
満

員
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
観
客

動
員
数
は
減
少
し
、
清
水
は
九
七
年

か
ら
九
八
年
に
か
け
て
チ
ー
ム
存
続

の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
。
そ
の
危
機

を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

数
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
チ
ー
ム
だ
か
ら
だ
ろ
う

か
、
清
水
の
市
民
に
と
っ
て
エ
ス
パ

ル
ス
は
「
自
分
た
ち
の
街
の
チ
ー
ム
」

と
い
う
意
識
が
と
て
も
強
い
よ
う
に

思
う
。
例
え
ば
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア

ム
で
試
合
が
行
わ
れ
る
日
に
は
、
街

中
の
至
る
所
に
チ
ー
ム
フ
ラ
ッ
グ
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
駅
前
や
大
き
な

通
り
沿
い
は
勿
論
の
こ
と
、
一
般
の

民
家
の
軒
先
に
も
オ
レ
ン
ジ
の
旗
が

な
び
い
て
い
る
。
ま
た
、
レ
プ
リ
カ

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
歩
い
て
い
る

と
、
街
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
声
を

か
け
ら
れ
る
。
「
今
日
は
ど
こ
と
試

合
を
や
る
の
？
」
「
最
近
＊
＊
選
手
、

あ
ま
り
調
子
よ
く
な
い
よ
ね
」
等
々

・
：
街
の
人
々
が
チ
ー
ム
に
関
心
を
持

ち
、
応
援
し
、
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
街
全
体
で
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
こ

う
と
い
う
姿
勢
が
も
っ
と
も
強
い
チ

ー
ム
が
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
で
あ
り
、

そ
れ
が
、
私
が
清
水
を
応
援
し
て
い

る
理
由
で
も
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
Ｊ
リ
ー
グ
は
「
百
年
構

想
」
と
い
う
理
念
の
も
と
で
発
足
し

た
。
従
来
の
企
業
ス
ポ
ー
ツ
の
概
念

を
破
り
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
と
し
て
の

サ
ッ
カ
ー
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
を

そ
の
大
き
な
目
的
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
制
を
基
本
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
街
で
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と

し
た
地
域
交
流
の
場
所
づ
く
り
を

し
、
多
く
の
人
々
と
こ
の
理
念
を
共

有
し
な
が
ら
実
現
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。
将
来
的
に
は
日
本
中
の

あ
ち
こ
ち
に
芝
の
広
場
が
あ
り
、
そ

こ
で
多
く
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
を
し

な
が
ら
楽
し
め
れ
ば
良
い
と
い
う
の

が
こ
の
百
年
構
想
の
「
夢
」
で
も
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
ん
な
私
か
横
浜
市
に
就

職
し
、
最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
が
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
推
進
課
だ

っ
た
。
自
分
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に

関
わ
れ
る
な
ん
て
夢
の
よ
う
で
、
辞

令
を
い
た
だ
い
た
瞬
間
、
心
の
中
で

大
き
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
か
ら
は
、

た
だ
「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
だ
」
と
い

う
情
熱
だ
け
で
今
日
ま
で
が
む
し
ゃ

ら
に
走
り
続
け
て
来
た
。

　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
催
す
る
意

義
は
沢
山
あ
る
と
思
う
。
日
韓
交
流

の
促
進
や
経
済
効
果
等
々
…
そ
う
し

た
中
で
私
か
特
に
力
を
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
る
の
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
横
浜

の
街
に
根
付
か
せ
、
サ
ッ
カ
ー
の
街
、

ス
ポ
ー
ツ
の
街
と
し
て
横
浜
の
名
前

を
世
界
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
。

横
浜
と
い
う
街
は
港
や
中
華
街
、
み

な
と
み
ら
い
な
ど
、
魅
力
的
な
要
素

を
数
多
く
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

横
浜
の
魅
力
の
一
つ
に
「
サ
ッ
カ
ー
」

も
加
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り

多
く
の
人
々
に
横
浜
の
名
前
を
知
っ

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
百
年
構
想
の
「
夢
」
と
さ
れ
て

い
る
部
分
を
日
本
で
最
初
に
横
浜
が

実
現
で
き
れ
ば
よ
い
な
あ
と
勝
手
に

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

あ
と
が
き

　
今
回
の
特
集
は
、
二
〇
〇
二
年

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会

に
照
準
を
合
わ
せ
、
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
都
市
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
振
興
、
日
韓
交
流
等
の
多
角

的
視
点
か
ら
様
々
な
立
場
の
方
々

に
ご
執
筆
、
御
発
言
い
た
だ
い
た
。

　
九
月
二
十
日
、
シ
ド
ニ
ー
五
輪

で
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
は
三
十

二
年
ぶ
り
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ヘ
の
出
場
を
決
め
た
。
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
第
一
戦
で
ア
メ
リ
カ
に

惜
敗
し
た
が
、
明
ら
か
に
そ
の
実

力
は
世
界
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
と
互

角
に
戦
え
る
ま
で
に
成
長
し
て
い

た
。

　
そ
の
中
で
、
中
心
的
役
割
を
果

た
し
た
中
村
俊
輔
は
、
シ
ド
ニ
ー

出
発
直
前
、
少
年
時
代
か
ら
の
サ

ッ
カ
ー
環
境
を
振
り
返
っ
て
「
師

匠
に
恵
ま
れ
た
よ
」
と
語
っ
て
い

た
。
一
人
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

が
誕
生
す
る
背
景
に
は
、
本
人
の

資
質
や
努
力
と
同
時
に
多
く
の

人
々
の
有
形
・
無
形
の
支
援
が
あ

っ
た
し
、
ま
た
、
誕
生
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
多
く
の
影
響
を
周
り
に

与
え
て
い
る
。
韮
崎
出
身
の
ナ
カ

タ
は
今
や
世
界
の
ナ
カ
タ
と
し
て

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
横
浜
の
中
村
も
世
界
の
サ
ッ

カ
ー
に
手
が
届
こ
う
と
し
て
い

る
。
中
村
を
生
み
出
し
た
環
境
は

「
横
浜
育
ち
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
」
で

ふ
れ
た
が
、
戸
塚
区
在
住
の
少
年

時
代
か
ら
オ
デ
ッ
サ
に
遠
征
に
出

か
け
る
な
ど
世
界
を
体
験
し
て
お

り
、
横
浜
の
サ
ッ
カ
ー
文
化
の
国

際
的
な
面
も
見
逃
せ
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
思
う
。

　
何
よ
り
も
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ

と
が
楽
し
か
っ
た
と
い
う
少
年
時

代
は
、
「
努
力
な
ん
て
い
う
こ
と

で
は
な
い
よ
」
と
も
言
っ
て
い
た
。

サ
ッ
カ
ー
の
祭
典
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
、
多
く
の
少
年
た
ち
に
外
に

向
け
た
開
放
感
を
存
分
に
与
え
、

日
常
的
な
楽
し
み
の
場
を
豊
富
に

生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く

れ
れ
ば
、
と
思
う
。
△
中
川
▽

『
四
‐
－
－
－
‐
－
－
－
‐
‐
－
‐
－
－
‐
－
－
－
－
－
－
－
－
‐
－
１
１
ｊ

　
　
「
調
査
季
報
」
は
職
員
が
自

由
に
意
見
を
発
表
し
討
論
す
る

行
政
研
究
誌
で
す
。
「
自
主
研
究

レ
ポ
ー
ト
」
へ
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

研
究
の
概
要
を
Ａ
４
紙
三
枚
以

内
に
ま
と
め
て
企
画
局
政
策
部

調
査
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
六
三
一
四
六
一
一
二

お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
　
話
　
六
七
一
一
二
〇
二
九
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●
第
1
4
0
号
∧
一
九
九
九
年
十
二
月
∨

特
集
・
多
様
化
す
る
教
育
環
境
と
社
会

１
　
子
育
て
・
学
校
教
育
を
取
り
巻
く
現
状
と
今
後
の
方
向
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汐
見
稔
幸

２
　
教
育
改
革
～
そ
の
変
革
の
視
点
―
寺
脇
研

３
　
子
ど
も
の
教
育
環
境
と
そ
の
変
化
へ
の
対
応

①
子
ど
も
た
ち
の
今
～
青
少
年
基
本
調
査
よ
り
～
―
渋
谷
和
生

②
デ
ー
タ
で
見
る
学
校
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
－
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
部
企
画
課

③
変
わ
る
教
育
観
と
「
ゆ
め
は
ま
教
育
プ
ラ
ン
～
「
ま
ち
」
と
と

も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
角
英
之

４
　
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
へ
の
取
組
み

①
『
ひ
ら
か
れ
た
学
校
・
大
岡
』
の
取
組
み
～
子
ど
も
、
家
庭
・

地
域
、
教
職
員
で
創
る
新
し
い
学
校
の
姿
～
　
　
　
　
斉
藤
一
弥

②
ま
ち
と
共
に
歩
み
自
分
が
輝
く
ク
ラ
ブ
活
動
～
子
ど
も
の
存
在

を
最
優
先
す
る
学
校
づ
く
り
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
孝

③
緑
園
都
市
ス
ク
ー
ル
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
～
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
の
活
用
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
淳

５
　
多
様
化
す
る
教
育
環
境

①
多
様
化
す
る
教
育
対
応
シ
ス
テ
ム
～
横
浜
の
先
駆
性
と
そ
の
後

を
踏
ま
え
て
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
實

②
私
立
中
高
一
貫
校
の
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
勇
人

６
　
座
談
会
・
教
育
が
変
わ
り
、
社
会
が
変
わ
る

　
　
　
　
丹
羽
健
夫
・
浅
井
経
子
・
浜
野
克
彦
・
岡
本
勝
利
・
南
学

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
市
民
の
目
か
ら
見
た
区
役
所
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
と
そ
の
改
善
～
都
筑
区
窓
口
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
聰
ほ
か

新
鮮
力
／
2
1
世
紀
・
横
浜
開
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
多
麻
子

●
第
1
4
1
号
∧
二
〇
〇
〇
年
三
月
∨

特
集
・
自
治
体
に
お
け
る
合
意
形
成
～
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
中
心
に

１
　
鼎
談
・
な
ぜ
、
合
意
形
成
か
～
そ
の
時
代
背
景
と
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
田
仁
・
卯
月
盛
夫
・
金
田
孝
之

２
　
都
市
施
設
と
合
意
形
成

①
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
住
民
参
加
の
道
路
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
山
本
文
雄
・
浜
野
四
郎
・
杉
山
正
美

②
計
画
レ
ベ
ル
の
住
民
参
加
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
山
本
文
雄

③
施
設
建
設
計
画
の
あ
り
方
と
説
明
責
任

　
～
北
部
方
面
斎
場
建
設
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

３
　
地
域
施
設
の
建
設
・
運
営
と
合
意
形
成

①
神
奈
川
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
～
市
民
参
加
に
よ
る
施
設
整
備
か
ら
事
業
運
営
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
弘
子
・
赤
荻
道
子
・
川
口
宏
・
宮
川
雄
三

②
使
え
る
洋
館
・
体
験
で
き
る
洋
館
「
山
手
２
３
４
番
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
大
野
裕
子
・
五
島
哲
夫

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
利
用
と
合
意
形
成
～
神
大
寺
地
区
セ
ン

タ
ー
と
神
奈
川
区
区
民
利
用
施
設
協
会
の
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
迪
代
・
深
沢
啓
子

④
新
治
市
民
の
森
の
愛
護
会
づ
く
り

　
～
地
権
者
と
利
用
者
の
合
意
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
並
静

⑤
重
症
心
身
障
害
者
の
通
所
施
設
「
朋
」
の
運
営
と
ま
ち

　
～
地
域
資
源
と
し
て
の
障
害
者
施
設
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

４
　
合
意
形
成
を
支
え
る
地
域
運
営
の
し
く
み

①
行
政
と
地
域
活
動
団
体
と
の
新
た
な
関
係
づ
く
り

　
～
保
土
ヶ
谷
区
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
Ｉ
鈴
木
隆

②
区
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
～
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・

　
区
プ
ラ
ン
の
策
定
を
契
機
と
し
て

　
ｌ
―
―
武
井
伊
織
・
鴇
田
傑
・
斎
藤
直
子
・
小
西
真
樹

③
身
近
な
地
域
社
会
の
合
意
形
成
の
土
壌
を
耕
す

　
ｌ
坂
田
弘
太
郎
・
大
野
木
秀
子
・
白
川
修
己
・
村
上
佳
江
・

　
　
　
　
　
加
藤
隆
章
・
小
林
康
夫
・
関
口
昌
幸

５
　
横
浜
市
に
お
け
る
様
々
な
合
意
形
成
　
　
　
　
　
　
編
集
部

新
鮮
力
／
横
浜
の
元
気
を
受
け
継
い
で
　
　
　
　
　
山
本
有
紀
子

●
第
1
4
2
号
∧
二
〇
〇
〇
年
六
月
∨

特
集
・
2
1
世
紀
の
地
域
産
業
政
策

１
　
自
治
体
の
地
域
産
業
政
策
～
成
熟
し
た
高
齢
社
会
の
到
来
を

前
に
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
満
博

２
　
座
談
会
・
今
、
横
浜
に
求
め
ら
れ
る
産
業
政
策
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
恵
一
・
関
満
博
・
前
田
壽

３
　
雇
用
の
拡
大
に
向
け
尨
地
域
産
業
政
策
と
街
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
宮
坂
彰
志

４
　
新
産
業
創
出
へ
の
取
組

①
横
浜
市
の
新
産
業
育
成
・
支
援
策
　
　
　
　
　
　
今
冨
雄
一
郎

②
産
学
連
携
の
新
た
な
展
開
と
横
浜
市
に
お
け
る
連
携
支
援
シ
ス

テ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
泰
雄

③
福
祉
関
連
（
高
齢
社
会
対
応
型
）
サ
ー
ビ
ス
業
成
長
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
巻
善
賢

④
Ｓ
Ｏ
Ｈ
ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
斎
藤
裕
美

５
　
地
域
産
業
政
策
と
街
づ
く
り

①
京
浜
臨
海
部
の
再
編
整
備
と
工
業
制
限
諸
制
度
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
政
男

②
大
型
店
と
商
業
振
興
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
崎
真
仁

③
横
浜
の
観
光
振
興
・
三
つ
の
”
ｃ
ｈ
ａ
”
～
　
C
h
a
n
c
e
,
C
h
a
l
l
e
n
g
e

&
　
C
h
a
n
g
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
文
彦

④
横
浜
市
の
企
業
誘
致
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
正

⑤
2
1
世
紀
の
横
浜
港
港
湾
関
連
産
業
の
振
興
へ
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
圭
祐

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
横
浜
市
の
社
会
資
本
の
生
産
力
効
果
に
つ

い
て
～
最
適
水
準
と
効
果
的
投
資
分
野
の
検
証
～
　
　
　
森
隆
司

新
鮮
力
／
記
憶
を
つ
な
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
光
夫
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